










綾部市物部町にある本社工場

EFBコークス製造装置
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バイオマス燃料の
研究開発事業進める
「船舶・海洋」「エネルギー・資源」「インフラ」「防衛」「環境」「食品・医薬品」の６分

野で設計と製造、工事を請け負う総合プラントメーカーとして近年、頭角を現してきた。
主に発電所や化学プラントなど陸上プラント工事や造船、海洋構造物といった海洋事
業を行い、最近は新たにバイオマス発電事業者向けのパーム残

ざん

渣
さ

を有効利用したバイ
オパーム燃料や、パームコークスなどバイオマス燃料の研究開発事業を進めている。

吉岡功貴社長

京都プラント工業
株式会社

福知山市内の工業団地内の排ガス
処理装置詳細設計・製作・設置工事

技術力の高さで
各種装置の開発に成功

京都プラント工業の技術力の高さに多

くの人の目が引き付けられている。近年、

同社が次 と々開発に成功した各種装置

を挙げると、①廃棄物ガス化溶融炉②バ

イオマス液体燃料製造装置③バイオマ

スコークス製造装置など。

このうち廃棄物ガス化溶融炉は新興

国向けにカスタマイズしたもので、日量

75t以下の中型ゴミ処理装置。分別の仕

組みが整わず衛生面で劣悪な新興国向

けに1,000度以上の高温でゴミを溶融還

元することにより、様々なゴミの一括処理

が可能になった。

次にバイオマス液体燃料を製造する

装置は、国立舞鶴工業高等専門学校と

の研究開発が終了し、パーム油を精製す

るときに副生される残渣油を利用した世

界初のＰＡＯ燃料の製造に成功した。こ

の装置により廃棄物の発生の抑制と化

石燃料の使用量の削減で環境負荷を低

減させる画期的なバイオマス液体燃料

が製造できる。主な販売先はバイオマス

発電所のほか、トラックやバスなどの運送

会社、海運会社など。そうした会社に供

給する提案を現在進めている。

３番目のバイオマスコークス製造装置

は、京都工芸繊維大学の協力で量産化

へ向けた実験を進めている。パーム油を

搾油するときに発生するパーム空果房を

用いた高い燃焼効率の半炭化バイオマ

ス固形燃料の開発には既に成功してい

る。ウッドチップやペレットの価格高騰に

対する代替燃料として使うことが可能で

あり、国内外のバイオマスボイラー向けへ

の供給を予定している。

バイオ固形燃料製造装置
シェア世界１位

廃棄物ガス化溶融炉は今、大手メー

カーとの価格競争が激しくなる一方だ

が、東南アジアでの同社のガス化溶融シ

ステムは他社と差別化しているという。ま

たバイオマス液体燃料、バイオマス固形

燃料の製造装置は同社が世界で初めて

開発に成功したものであり、後発の企業

も出てきたものの現在のところ世界シェア

は１位ということになる。

今後の事業展開で同社のマッチング

の対象企業として考えているのは、プラン

トエンジニアリング事業では廃棄物処理

や水処理、排ガス処理、汚泥処理などの

環境関連企業や発電事業者。またバイ

オマス燃料の製造事業では発電事業者

やバイオマス燃料製造事業者、ユニバイ

オマス燃料調達事業者。

生産工程や廃棄物処理の
悩みは任せて

吉岡功貴社長（45）は国内の製造産

業の今後を「海外へのシフトが進んで、よ

り一層の単価の下落が懸念される」とみ

ており、自分たちがオリジナルの事業や装

置を開発、創造することで研究開発企業

への転換を図り、それらの事業が世の中

で必要とされる事業になるように取り組ん

でいきたいと意欲を燃やしている。

吉岡社長はまた、中小製造業者や６

次産業に対して「生産工程や廃棄物の

処理でお困りの場合は、ぜひ声をかけて

ください。業界に特化しない多くの分野

での実績を生かして、より良い提案をさ

せていただきます」と話している。

綾 部 市
プラントエンジニアリング

【会社概要】
名 称 京都プラント工業株式会社
代 表 者 代表取締役社長　吉岡功貴
業 種 プラントエンジニアリング
資 本 金 １,000万円
従業員数 正社員13人、アルバイト等１人
住 所 京都府綾部市物部町広畑97
電 話 0773-49-8201
ファクス 0773-49-8202
ホームページ http://www.kyopla.jp/

【沿革】
1999年 舞鶴市で吉岡設備工業創業
2004年 法人化して「有限会社　吉岡設備工

業」に
2007年 舞鶴市から綾部市に本社工場を移

転。プレハブ配管製作設備を導入
2013年 「有限会社　吉岡設備工業」から「京

都プラント工業株式会社」に商号変更



バイオマス配合樹脂でつくった袋

持ち手の部分にバイオマス配合樹脂が使用されているドライバー
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バイオマス素材で樹脂製造
白石バイオマスは石油資源の節約や、地球温暖化防止に貢献することを

目的に、米ぬかや木粉、でんぷんといった再生可能なバイオマス素材と樹脂
を融合させる特殊な技術研究に取り組み、バイオマス配合樹脂の製造を事
業化。「ＮＥＯＰＬＡ」（ネオプラ）という商品名で、環境負荷が少なく、バイオマ
スの特性、特長を活かしたプラスチックの製造を進めており、これまで培って
きた素材複合化のノウハウを生かし、新たな素材の共同開発にも取り組み
たいとしている。

バイオマス配合樹脂ＮＥＯＰＬＡ。下
段左がＲＢ-シリーズ（米ぬか配合）、
同右がＳ-シリーズ（でんぷん配合）、
上段がＷ-シリーズ（木粉配合）

【会社概要】
名 称 株式会社白石バイオマス
代 表 者 代表取締役社長　荻野晴彦
業 種 バイオマス樹脂製造業
資 本 金 8,000万円
従業員数 12人
住 所 京都府京丹後市峰山町荒山225
電 話 0772-62-4466
ファクス 0772-62-4480
ホームページ http://www.sbdi.jp/

【沿革】
2007年 株式会社白石バイオマス開発研究所

として設立
2008年 資本金を8,000万円に増資
2009年 本社を現在地に移転。商号を白石バ

イオマスに変更
2012年 ㈱日進製作所100％出資子会社に

株式会社

白石バイオマス

京丹後市
バイオマス樹脂製造業

京大の白石信夫名誉教授の
研究を事業化

バイオマス素材とプラスチックを融合さ

せ樹脂を製造する技術は、京都大学名

誉教授の白石信夫氏が開発した。

一方、京丹後市がまとめた「バイオマス

タウン構想」が2007年、国に認められて

農水省の「地域バイオマス利活用交付

金」を活用した新たな雇用創出や新産

業創出の動きが活発となった。このため

同年、民間事業者らが、白石氏とともに、

同氏の研究を事業化しようと、白石バイオ

マス開発研究所を設立した。

設立から約２年間、事業化に向けての

研究を重ね09年、社名を白石バイオマス

に変更し、バイオマス配合樹脂の製造販

売を開始した。

抗菌や消臭、帯電防止効果も
主力商品のＮＥＯＰＬＡは、木粉配合

の「Ｗ-シリーズ」とでんぷん配合の「Ｓ-シ

リーズ」、米ぬか配合の「ＲＢ-シリーズ」

の３種類で、いずれもペレットの状態で製

品原料として販売している。

Ｗ-シリーズは、木粉の含有率が70％

で、射出成形可能な最高の含有率となっ

ている。含有率が高いことで、成型品の

表面は凹凸が多くザラついているが、表

面積が多くなることで、滑りにくくなるなど

の特徴がある。このことから、大手工具

メーカーのドライバーのグリップ部分の材

料、箸などに使用され、好評を得ている。

Ｓ-シリーズは、袋やシートなど柔軟性が

要求される成形品としては最も高い51％

の含有率。でんぷんには吸湿性があるこ

とから、これが帯電防止につながるとい

う。また、Ｗ-シリーズ、Ｓ-シリーズともにバ

イオマスの含有率が50％を超えているた

め容器リサイクル法のプラスチックに該当

せず、燃やして処理するごみとして捨て

られるのも特徴。

ＲＢ-シリーズのバイオマス含 有 率

は20％。米ぬかは、大腸菌やＯ-157、

Ｏ-111、黄色ブドウ球菌に対する強い抗

菌作用を有しており、これが配合樹脂に

なっても生きているほか、大便臭や酢酸

に対する消臭効果も認められている。こ

のため、野菜の保存袋や幼児保育施設

や病院、老人介護施設のごみ袋などに

使用され高い評価を受けている。

バイオマス樹脂だからこそ
創り出せる製品を

バイオマス配合樹脂の認知度や利用

率は国内ではまだまだ低いのが現状。し

かし、プラスαの機能を有した白石バイオ

マスの製品は、その機能性が新たなア

イデアや新たな用途への開拓につなが

りつつあり、少しずつ利用先が増えてい

る。

自社でもバイオマス配合樹脂の特性を

アピールするため、ＲＢシリーズの素材を

使った「ぬかのめぐみ」という袋を販売。

鮮魚店や福祉施設などから多くの引き合

いがあるという。

同社の足立正行製造部長は「バイオ

マス配合樹脂の機能や特性は、建材や

家具、自動車関係など今後、様々な分野

に応用できる可能性がある。バイオマス

配合樹脂だからこそ創りだせる新たな製

品を地道に開拓し、需要を拡大したい」

と話している。



トータルプランニングや特殊な加工技術を誇るタマヤ本社工場

タマヤ株式会社の本社玄関付近

タマヤの主要商品はこれまで数々の
包装部門賞を獲得している
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タマヤ株式会社

「信用第一、
  角があってはならない」

タマヤの誇りは「パッケージ力」。印刷

紙器とラベルの製造販売、オフセット印刷

などに加え、自前のデザイナーによる自由

自在なパッケージ力で商品を生まれ変わ

らせる。商品より先に消費者が目にし手

にするパッケージ製造の全工程で社員

一人ひとりがイノベーション（革新）に徹す

る。それが「紙わざ多才」を標榜するタマ

ヤの真骨頂だ。

1949年、梅垣恒二郎氏が綾部で「タ

マヤ紙器工業所」を開設。60年に法人化

して71年に現在の社名に。「商人は信用

が第一で、角があってはならない」が初

代社長の信条で、社名に込めた創業精

神。今も全従業員に受け継がれている。

企画・製版から出荷までのトータルプラン

ニングを行い、近畿で数社だけが持つ機

械を導入しており、既存の機械をうまく組

み合わせて他社では真似のできない特

殊な加工を可能にしている。

同社がこれから力を入れたい事業は

「ラベル・オン・デマンド印刷」。小ロットか

ら大ロット、そして屋内から屋外までと、

様々なニーズに対応していくことだ。オン・

デマンド印刷は１枚から納品可能な生産

体制で、金や銀、フィルム、表面加工が施

された特殊紙などに印刷でき、ノベルティ

や期間限定仕様の印刷物に使うことが

可能になる。

様々な包装部門賞に輝く
主要製品の市場における同社の評価

は高い。サットボックス「日用品・雑貨包装

部門賞」（03年）、フレッシュボックス「食

品包装部門賞」（05年）、はがし太郎ト

レー「包装技術賞」（07年）、マカロン個

装箱セット「菓子包装部門賞」（12年）と

続き、16年には同社と綾部高校が共同

開発した「組み合わせ自在化化粧箱」が

日本パッケージコンテストの菓子包装部

門賞に輝いた。今後も、綾部高校由良川

キャンパスで生産したクッキーを同社製

版部門の技術支援で包装資材を共同

開発していく。

研修やコラボで「原石を磨け！」
３年前に就任した熊内得二社長（59）

の夢は、府北部で業界トップ企業として

の揺るぎないブランド力を築くこと。そのた

めには「箱屋」のイメージの脱却を図り、

様々な新製品を生み出す会社へと変貌

を遂げたい。そこで重要になるのは人材

育成で「原石をいかに磨き上げるかは会

社の仕事。会社の力が問われます」と強

調する。人を育てるため熊内社長が熱心

に行ってきたのは研修。「人は人によって

磨かれ成長する」を考えの基本にしており

「そのためにはコミュニケーション、何より

も会話が大切」と力を込める。

同時に、府北部の様々な企業などと積

極的にコラボすることで共に成長したい

という方針を明確にしている。一例を挙

げると、京丹後市の米販売店との連携

で「丹後コシヒカリ最高評価『特Ａ』に」

と魅力的なパッケージを開発する取り組

み。このほか、最近進めているのが地元

の綾部高校や綾部青年会議所、福祉施

設、行政との「産・学・青・福・官」の連携で、

「こうしたやり方が京都府北部からの人

口流出を食い止め、地方創生を進めるこ

とにつながるはず」と力説する。

「紙わざ多才」
パッケージの可能性追求

紙という材料から無限に広がるパッケージの可能性に挑戦す
るタマヤ。そんな自社の生き様をアピールするときに好んで使う
のが「紙わざ多才」という言葉だ。今後は府北部で地域連携を進
め、「産・学・青・福・官」のコラボで地域ブランドの確立を目指す。

【会社概要】
名 称 タマヤ株式会社
代 表 者 代表取締役社長　熊内得二
業 種 製造業（各種印刷紙器、紙工品など）
資 本 金 5,000万円
従業員数 正社員74人、アルバイト等６人
住 所 京都府綾部市青野町

下入ヶ口12
電 話 0773-43-4301
ファクス 0773-42-0797
ホームページ http://www.tamayakk.co.jp/

【沿革】
1949年 創業者・梅垣恒二郎がタマヤ紙器工

業所を開設
1960年 タマヤ紙工株式会社を設立し、株式会

社組織とする
1971年 タマヤ株式会社設立。梅垣良作氏が

社長に就任
2003年 ISO14001認証取得
2004年 中小企業経営革新支援法の認証取

得
2005年 ISO14001の2004年度版を更新、取得
2014年 熊内得二が代表取締役社長に就任

綾 部 市
印 刷 紙 器

人づくりの方針を語る熊内社長



～編集後記～

まさに目からウロコでした。素晴らしい技術を有する「ものづくり」企業が多くあることは知っていました

が、実際に経営者の皆様に出会って話をうかがうと、想像以上の技術力や経営に対する真摯な姿勢に

感服するばかりでした。

丁寧に製造機械の説明をしながら、工場内を案内して下さった方や未来へ向けての夢や目標を目を輝

かせながら熱く語ってくださった方、編集を終えて思い出されるのは経営者のみなさんの生き生きとした表

情です。

府北部も他の地域と同様に少子高齢化と若者流出による人口減少で、経済の疲弊が叫ばれていま

す。しかし、これだけの技術を持ち、誇りを持って未来を語ることができる企業が集積していれば、府北部

の未来に大きな希望を持つことができる―と確信しました。

企業ガイドが府北部経済活性化の一助になればと願っています。

最後になりましたが、取材にご協力賜りました企業の担当者の皆様方にあらためて御礼申し上げます。

編集部一同

「企業ガイド」選定委員会委員
（順不同、敬称略）

所属 役職 　　氏名 備考

京都工芸繊維大学 副学長 森迫　清貴 選定委員長

ポリテクカレッジ京都 生産技術科
職業能力開発教授 藤原　　力 　

舞鶴工業高等専門学校 副校長
電気情報工学科教授 平地　克也 　

京都産業 21北部支援センター センター長 松田　　実 　

中小企業団体中央会北部事務所 所長 黒石　　悟 　

京都銀行 公務・地域連携部
地域活性化室長 山元　新司 　

京都北都信用金庫 地域創生事業部長 足立　　渉 　

北近畿経済新聞社 取締役編集長 塩見　聡之


